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水田農業確立 対策に お け る米麦の 生産安定

　 山川　恵久

（鹿児島県専門技術 員）

　 は じ め に

　昭和62年度 よ り始 まっ た ，本県の 水 田農業確立 対 策 で

は ，16，160haの 水 田転作 とな り，水 田利用再編対策 の 第

3期対策の 13，060ha に 比 較す る と3，100haの 転 作 増加 と

な っ た。

　 こ の よ う な 情勢 の 中で ， 県 内各 地 域 の 普 及 現 場 で は，

水 閨 地 域 農業体系化確立事業 （水 田 農業確 立対策普及特

別事業） と して ，各 普 及 所 ご と に 対 象地 域 を決 め て，稲

お よ び転換作物の モ デ ル 実証圃 を設 けな が ら ， 将来 の 水

田農業確立 に 向け た普及活動 を展開中で ある。

　 こ こ で は，過去 7年間 に渡 っ て 実施 し て 来 た
，

土 地基

盤 整 備地 域 で の 水 田農業確立対策 と し て，指宿農業改良

普及 所 で 取組 ん だ 事 例 を紹 介 す る。

　 1．地域 の 概況 と 米麦作 生 産グループ の 活 動

　指宿市海田干 寄地 区 は ， 指 宿 か ら西 北 へ 車 で 30分ほ ど

の 位 置 にあ り，九州
一

大 き い 池田湖 の 近 くに 面 して い る

地 区 で ，昭和 56年〜62年 に か けて 44 ．5ha の 基盤整備を 実

施 して 来た地域 で ある。

　 こ れ ら基 盤 整 備 地 区 で の 未配分水 田 を，干寄米麦作生

産 グ ル ープ （6 人 ） が ⊥ 地 改 良 区 よ り借 地 と し て 借 り受

けて ， 早 期水稲 と大麦 の 生産 を高 め な が ら ， 水 田農業確

立 に 取組 ん で い る。

　 基 盤 整 備後 の水 田 は地力ム ラ や，一
部排水不良 また は

耕 土 が 深 く作業困難 な場所 が あ る こ と と，小 作料が 高 い

等の 問 題が 起 きて い る。

　一方，水 円 が完全 に 地権者 へ 配分 さ れ る こ と，兼業農

家や 高齢婦女子 化 し た 農家 が 多 く， 米 麦 作 生 産 グル ープ

へ の 水 田委 託 や農作業委託が 多 くな る こ と も今後予 想 さ

れ て 来 る 。 干 寄米 麦作 生 産 グ ル ープ は，地 域担 い 手農家

の 4H ク ラ ブ の OB で ， 個人 また は共同 に よ る 大型 農業

機械 の 利用 体系 に よ る，米麦の 共同生 産 が な さ れ て い る。

　 2。米麦作 の 単収向上 と 低 コ ス ト生 産の 目標

　 1）稲作付面積 5ha ，麦作 は 10ha以 上 の 規 模 で 各 1

　 　 〜 2団地 に 集 団 化 す る。

　 2 ）土 地 は ， 稲 麦作 と もに 土 地 改 良区 か ら全面借 り受

　 　 け る。

　 3）目標収量 は，早期水稲 で 400  ， 大 麦 300  とす る。

　4 ） 生 産 コ ス トの 目標 は，早 期 170千 円 （二 次 生 産

　　費）．大麦25干円 とす る 。

　 等 の 項 目 を目標 と した 。

　 3。水田農業確 立 対策に お け るモ デ ル 実証 圃 に つ い て

　干 寄地 域 で の 水田 農業確立を進 め る に 当っ て は，米麦

作生産 グル
ープ に よ る ， 早期水稲栽培 を中心 と し た ブ

ロ ッ ク ロ
ーテーシ ョ ン 方式で 転作物 の 団地化が 図 られ て

い る 。 実証 圃 の 課 題 として ，早 期 水 稲 の 生 産 安定 を 図 る

た め ，側条施肥栽培を導入 す る と と もに 中問追 肥 に よ る

目標収量 の 確 保 を取 上 げ て い る。

　大麦 に つ い て は，基盤整備後 の 排水 不 良 を改善 す るた

め，弾 丸暗 き ょ の 実施 と表面排水 に よ る 目標収量の 確保，

さ ら に 堆厩肥 （4 トン ） の 施用 に よる 土 づ くり を取上 げ

て お り， 米麦作生産グル
ープ と と もに ， 水 田 農業確立 対

策の 普及活動 を展開 して い る。

　 1 ） 実 証 モ デ ル 圃 の 成績

　 ア ） 早期 水 稲 で は ， 施 肥 効 果 を高 め る 意 味で 側 条施肥

田植 （ペ
ー

ス ト） が 実施 さ れ た が ， 目標収量 4 Okgに は ，

追 肥 10kgで 94％，15  で 98％ と 共 に 及ば な か っ た。これ

は土壌が砂質 で 肥料切 れ し易 く， 十分な穂数確保が 出来

な か っ た こ と．また ， 登 熱後期の 長雨 に よ る 天候不良 で ，

千粒重 が 189 と非常 に 小 さ く， 登 熟 も悪 か っ た こ とに よ

る もの と推 察 され る。

　 イ ）転作 大 麦 　　堆 肥 実 証 圃 で は，堆 肥 施 用 で もBB

肥 料 を減肥 した 場合 は 対照区 よ り劣 っ た 。 排水 対策 区 は ，

弾丸暗 き ょ と 中央排水溝 3本 を設 け た 区が 穂 は 数多 く，

湿 害は な く収量，品質 と もに 良 く目標 を上 廻 っ た 。

　干 寄地 区 の 水 田 農業確立 は，地域全体 の こ れ か らの あ

る べ き 水 田 農 業の 姿 とし て，米 麦 作 生 産 グ ル ープ を 中心

に ，早期水稲 と 大麦生 産 を柱 と して 取 組 ん で 行 くと思 わ

れ るが，栽 培 技術 の 向上等残 さ れ た 問題 の 解決 が 望 まれ

る。
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実証モ デル 圃場での成績

早 期 水 稲

生 　育　調　査 成　　　熟 　 　　期 成熟 期

月　 日

玄 米 重

　 9

目標収 量

　 比

　 項 目

区名 草　丈 茎 　 数

出穂 期

月　 日 稈　長 穂　畏 穂　数

10  施用 区

15  施用区

cm6668 　 本

22．524

．27

，　17

．　 1

7372 17．717

．0

17，120

．78

．　 18

．　1

376392 9498

注 ） 生 育 調 査 は ， 6月 13日

大 麦

項目 株　立 出穂期 成熟期 稈　長 穂　長 穂　数 収　量 左　同
区名 本数   月　 日 月　 日 cm   本／    ／1  a 比 　率

4t 十 よ う りん

堆 BB200 号 （40  ） 240 3 ．305 ．12 84 6．3 350 304 97

苦 土 石 灰

厩

無堆肥
肥 苦土石灰 （100  ） 210 3 ．305 。1183 6．4 320 312 lOO

NK2 号 （10  〉

　 　 　 項 目

区名

株　立

本数  

出穂期

月　 日

成熟期

月　 日

稈　長

 

穂　長

 

穂　数

本／m
謐

湿 　害

程　度

収　量

  ／10a

左 　対

比 　率

対　照 　 区

（排水良）
228 3．215 ．　 4 92 5．8 383 無 417 100

排

　
水

　
対
　
策

弾丸 ＋ 中央

排水溝 1本
221 3．235 。　5 94 5．7 38  微 417 100

〃　 十　ノノ

　 　 3本
228 3。255 ．　 9 97 6，4 423 無 437 105
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